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政令の一部を改正する政令（ 153) 5 ・31
省 令
0文部省定員 規則の一部を改正する省令









改正する省令（ 文部23) 5 ・ 1 7
る省令（文部19) 5 ・1 7















第 7 条 中「外国人受託研修員 の研修料について（ 文
部省大学学術局 長 通知）」を「外国人受託研修員 の受入
れ等について （文部省学術国際局長 通知）」に改める。
附 則
この規則は， 昭和60年5月1 7日 から施行し， 昭和60
年4月 1 日から適用する。
砂富山大学外国人受託研修員 規則の改正理由
外国人受託研修員 の研修料について （大学学術局 長




昭和60年度第1回附属図書館商議会（ 5月 9 日）
（報告事項）
(1）第36回北信 越地区国立大学 図 書館協議会について
(2） 図 書館業務の電算化開始について
（審議事項）
(1）富山大学附属 図 書館規則の一部改正（ 案） につい
て
(2）昭和60年度 図 書館運営費 （案） について
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学 事
昭和60年度科学研究費補助金交付内定者
研 J'E 代 表 者 配分予定額（千円）
研究種目 研 勾丸～τ， 3果 題 昭 和 昭 和 昭 和所 属 官 職 氏 名 60年度 61年度 62年度
エネルギー特別研 ト リ チ ウ ム 教 授 渡辺 国昭 Zr系ゲッター材による トリチウムの貯蔵一供 5,000 究（級品！ fr ) (2) 科学 センター 給とトリチウム水からの トリチウムの回収
特定研 究（2) 教 養 部 助教授 森 克徳
ノfラジウム水素化合物の超伝導と同位元素効 3,200 
果
総合研 究（刈 理 学 部 菅井 道三 下等真核植物の光形態形
成一細胞および細胞 4,800 3,000 II 
下レベルでのア プローチ ー
一般研 究ω 教 授 広岡 公夫
先史時代の地磁気永年変 化と考古地磁気年代 2,800 1,800 II 
推定への応用
小黒 千足
脊椎動物における血液塩， 特にCa, Na, K 1農 9,500 2, 100 1, 100 II II 度 の内分泌系による制御とそ の進化
一般研 究（B) 人文学 部 II 秋山 進午 中国古代土器・陶磁器の様式史的研究 800 
教育学 部 林 良重 盲学 校理科Iの指導用モジュール教材と学 習 1,800 1,500 1,200 II 
材の開発とそ の実践化
理 学 部 佐藤 清雄 稀土類
金属とニyケルの金属間化合物の磁性 5,000 800 II 
とフェルミ面の 関係
助 手 竹内 章 環境線量jHIJ
定および、古地磁気測定による活断 4,500 1,400 II 層の年代測定に関する研究
一般研 究（C) 人文学 部 助教授 藤本 幸夫 日 本現存朝鮮古刊本の 調査とそ の語学 的・書 800 500 
誌学 的研究
経済学 部 II 高橋 逐次分析におけるこ標本問題 1,000 600 
理 学 部 教 授 高木光司郎 赤外二光子遷移による負温度 の発生 1,800 
川井 清保 金属塩中の トリチウム水および トリチウム水 1,400 II II 酷化物イオンの赤外線吸収ス ペク トル
助教授 渡辺 義之
Blaschke manifold at a pointと調和IJーマン 1,500 II 多様体
安田 祐介 ヵースの吸着・脱離における協力現
象の周波数 1,800 II II 
応答法による測定
II 尾島 十郎
窒素原 子を含む新しい大環状π 電 子系の合成 1,900 II 
と物性に関する研究
道端 繋 I笥濃
度 にパナジウムを含むホヤの血球細胞の 900 600 II II 
分離とパナジウムの濃縮機構
工 学 部 教 授 小林 信之
MLEC法によるGaAs完全結晶を育成するた 1,400 500 
めの理論的研究
助教授 竹越 栄俊
非定常熱線法による低温熱伝導率ifiiJ定装置の 400 II 
作 成とそ の評価
II 講 師 岩城 敏博 無転位半導体結晶の育成に関する応力解析 1,300 400 
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研 ワ九也, 代 表 者 配分予定額（千円）










日百 和所 属 官 職 氏 名 62 年度




代数体， 特にクンマー拡大 体の類数， 単数の 9 00 II 
代数的・解析的研究
奨励研 究ω 人文学 部 II 漬田 英子 古 パヒ、ロニア時代における生活文化史研究 800 
講 師 釘賞 主了 古代日本語1 01- 101対立崩壊における音節結 800 II 合法則の通時的役割に関する研究
II II 村井 文夫 イリュミニスムからロマンティスムヘ 600 
教育学 部 助教授 山西 潤ー LOGOを使った創造的学 習支援システムの開発 9 00 
講 師 神川 康子
開限後の脳波におけるαリズム再現時間によ 800 II 
る疲労判定
理 学 部 助教授 久保 文夫 正値作用素の平均システ ム制御理論的研究 800 
佐竹 i羊
岩石破壊によって生ずる水素と水の聞の水素 800 II II 
同位体分配比の実視！J
II 助 手 阿 部 幸陸 弱1 一完備多様体の構造の研究 800 
セレン眼力リ＇�＇!J秀屯体のが合一不屯淳子子相転移
II II 飯田 敏 におけるドメイン径のピン止め 1, 000 
-x線聞折トポグラ7ィによるl白：按観祭ー
中川 邦明 分子振動が内 部回転におよぽす影
響に関する 700 II II 
分光学 的研究
工 学 部 石原 外美
疲労微小表面き裂の進展特性とき裂先端の変 9 00 II 
形挙動
平i畢 良男 レーザーフラッシュ
法による複合材料の熱定 5 00 II II 
数に関する研究
文 部 丹保 豊和
電子分光法によるIII-VI層状半導体の金属の 9 00 II 技 官 界面ポテンシャルに関する研究
草開 清志
鉄ーニッケル合金の双結晶を用いた粒界選択 9 00 II II 酸化に関する研究
教 養 部 講 師 江上 繁樹 行列の解析数論への保型関数の応用 800 
ト リ チ ウ ム





人 文学部 教育学部 経済学部 理 学 部 工 見十4 部 教 養 部 セトリチウム科学 計 採択率ン タ ー
件数金 額 件数金 額 件数金 額 件数金 iii 件数金 iii 件数金 額 件数金 iii 件数金 iii （%） 」ー」ー ー 一
自然災害 申請 4,200 4,200 
特別研究 採択 。 。 。 。 。
エネルギー 申請 2 6,000 2 6,000 
特別研究





申請 5,026 5,026 






































3 2 ,200 
(I) ( 800) 
13 23,44 






13 20, 791 
。 。
6 5,296 
2 1, 700 




経済学部 理 学 工 がt 音E
件数金 額 件数金 Mi 件数金 頒' 
2 18,876 
4,800 
(1) ( �s���J 32,272 
(1) ( i2���6 。 。2 
4 24,307 4 23,620 
2 9,500 。 。
1,540 25 61,277 22 40,014 
1,000 6 9,300 3 3,100 
2 1,973 12 13,479 10 11,080 
。 。 5 4,100 4 3,200 
3,100 
。 。
3 3,513 (I) ( 1�9���� 39 112,986 47 
(I) ( �68，。
00
。。） 1,000 16 7 6,300 
33.3 34.0 18.0 
（注） （） 内数字は継続を内数で示す。
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職
採 用 60 5. 1 7 浅 畑 美香子
60. 5 20 山 口 典 子
転 任 60. 6. 1 村 崎 勝 子 文部事務官（富山工業高等専門＇'j:校会計課l
イ弁 任 60. 5. 2 楠 i頼 勝 教授（人文学部）
II 梶 井 ｜渉 II II 
II ＝ 宝 政 美 II II 
II 後 藤 克 己 II （理 学 部）
II 小 黒 千 足 fl II 
60. 5. 9 本 回 ヲL 教授（人文学部）
60. 6. 1 泉 敏 郎 教授（教育学部）
II 渡 辺 一 郎 fl II 
II コ 上 房 男 fl （工 学 部）
II 作 道 栄 一 fl II 
器 職 60. 5. 31 ＝ロと 野 敏 邦 技能補佐員（施設課機械操作手）
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教 蓑 吉U トリチウム科学セ ン タ ー










12 14.289 77 
2 I ,500 13 
3 3,440 1,200 40 
800 800 16 
7. 715 2 
。 。 。
18 26,882 3 13,941 (2) 145 
4 5 500 2 5,800 iJ 
22.2 66.7 
















, i68oo) .352 
I I2���6 
( 800 ) 
71 ,074 
































II II ） ｜ fl 
II fl fl 
辞職を承認する ｜富山大学長
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学 内 諸 報
永年勤続者の表彰
本学の昭和60年 度永年勤続者表彰 式が， 開 学記念日
の 5 月31 日（金）午 前 1 1 時から事務局 大会議室において
行われました。
表彰式には， 各 部局長等多数が列席され， 被表彰者











教育 学部 白 川郁子
II 島 倉 重二
II 森田美喜子
理 学 部 中 川正之
理 学 部 田中専一郎
II 横山 泰
II 川瀬 義之
工 学 部 若林嘉一郎
II 斉藤仁代
工 学 部 嶋尾一 郎
II 山 口信吉
020年勤続 （30名）
学 長 柳 田 友 道
庶務 部 西尾 武
II 前 田邦樹
経 理 部 松 下 義春
II 金 田 稔
II 福田 和 子
学 生 部 土肥隆三
��亨空 山 本郁子
千童話i湊 馨
II 中 川 巌
教育学部 埴 野 謙二
II 神保 和 子
II 尾島 隆保
II 高塚清文
経済学部 今井 晴 男
理 学 部 佐藤清雄
第259号
附属図書館斉藤 隆
理 学 部 近堂 和 郎
II 高安 紀
II 林 有一
工 学 部 八木 寛
II 時i畢 貢
II 長谷 川 淳
II 竹越 栄 俊
II 大住 剛
II 林 征 紀
II 山 本健市
II 森 田憲治
II 六土 幸 男
教 養 部 瀬 川慶之
II 尾山吉昭
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海 外 渡 航 者
渡 航 の 所属 1故種 実真
理学部 助教授
外国出張
氏 名 渡 航 先 国
封馬 勝年｜ネ ノマ ーー ／レ
杉本 益規
i カ ナ 夕、
ア メリカ 合衆国
目 自ヲ 期 間
アジア高山 地域における比較氷河研
究のため
60. 7 3 
第4 回国際造粒 シンポジウム 出席と 60. 5 31 
論文発表 及 び粉粒体に 関 する研究資
料の収集と調査のため 60. 6 10 
中国遼寧大学日本研究所友好訪問団一行の来学
去る 5 月29日（水）中華人民共和国 遼寧大学日本研究
所所長任鴻章氏を団長とする友 好訪問 団 5名が来学さ
れました。
一行は， 本学の諸施設・設備などを視察され， 続 い
て， 学長室において， 学長等 と懇談して友好を深めた








17日（金）の両日 ， 富山 大学人文学部の当番で開催され
ました。
会議は下記の日程で行われ， 本学柳田学長 及 び文部
省からは高等教育 局 大学課石井係長も列席されました。
主な協議題は， 1 ） 人文系学部の拡充 ， 発展について
2 ) 18才人口の急増に伴つ学生の臨時増募について
3 ） 高等学校新教育 課程卒業者の受入れに伴う対応策
について 等であり， 各 大学の対策紹介及び活発な 意






会 議 日 程
5 月16日（木）
於 富山 ス テー シ ョンホ テル
9 : 00～ 受 付
9 : 30～ 会 議
14 : 30～ 移 動
昭和60年 6月 1 日発行
五箇山 荘 へ
18 : 30～ 懇親 会（宿泊 ）
5 月 17日 （金）
於 五箇山荘
.... 色守一 報
9 : 00～ 会 議
10 : 00～ 移 動
1 4 : 00 高岡駅にて解散
第259号
昭和60年度日本教育大学協会北陸地区会評議員会の開催
昭和60年 度日 本教育 大学協会北陸 地区会評議 員会は
5 月30日 （木）， 31日（金）の両日 ，富山 大学の当番 で 6 大
学が 参加 して開催 されました。
会議は2日 間にわたり下記の日 程で行われ， 協議題
として， 1 ） 会務 報告について 2 ） 就職指導につ
いて（特に教職 関係以外） 3 ） 教育学部の 将来 計画
及 び教育 課程の改革等について 4 ） 附属学校教官 の
部門別研究 活動の 参加 のしかたについて 5 ） 附属学
校定年教官の不補充について 6 ） 日 本教育 大学協会
規 約改正（案 ） について 7 ） 規 程改正案と関連する
が， 従来 の ー・二 ・ 三 部会と いう部会制 が 消滅するに
伴い， 改正 案の目 的 第4 条ー～四 の 運用について そ
れぞれ意見交換が行われ， 盛 会のうちに終了しました 。
会 議 日 程
5 月30日（木） 第一 会場 （富山 ス テー ションホ テル ）
9 : 30～10: 00 受 付
10: 00～12: 00 会 議
12 : 00～13 : 00 記 念撮影， 昼食
13: 00～15: 30 会 議
15: 30～17: 00 見 学 及 び第二会場 へ移動
18 : 30～ 懇親 会 ・ 宿泊
5 月3 1日樹 第二会場 （氷見市灘浦海岸「｝胡城」）
9 : 00～11 : 00 会 議
1 1  : 00～13: 00 見 学 及 び畳食
13 : 30 国鉄高岡駅前解散
昭和60年度全国国立大学教養（学）部長会議及び事務協議会の開催
昭和60年 度全国国立大学教養 （学） 部長 懇談 会（分
科会） ・ 部長会議 及 び事務協議会が去る 5月21日（火），
22日（木） の 2日間にわたり， 本 学 の 当番により富山 第一
ホテル を会場として開催 されました。
部長懇談 会は3 分科会に分かれ， 第一分 科 会は「教
養部の 将来像について 」， 第二分科会は「放送大学と一
般教育について 」， 第三分科会は「学生の留年問題につ
いて 」 を テーマとしてそれ ぞれ討論 されました。
分科会と並行して行われた事務協議会では， 「 臨時
行政調査会の答申と各 大学の対応策について （継続） 」
の議題について， 各 大学ともその対応に迫られて いる
問題である ことから 活発な 意見交換が行われました 。
また， 会議第二日目 の教養 （学） 部長会議において
は， 文部省高等教育 局 大学課小口課長補佐， 同課多国
事務官が出席きれ， 柳田学長の挨拶に続 いて， 小口課
長補佐から最近の諸情勢につ いて報告があり， こ れに
対して， 昭和61年 度を始期 とする学生の 臨時増募計画
と一般教育の関係につ いて， 有意義かつ活発な質疑応
答 が行われました。
引き続き， 会議第一日目 の 3 つの分科会の 座 長から
その概要について 報告 があり， 種々意見交換 ， 討議さ
れたあと， 文部省そ の 他関 係機 関に対して， 国立大 学
における 一般教育 の 整備充 実を 図るため， 13項目にわ
たる要望書 が 採択され， 蟻 会のうちに終了しました 。
会 議 日 程
5 月21日（火） 於 富山 第一ホ テ ル




1 4: 00～1 7: 00 第二 分科会 議題「放送大学と 一般
教育について」
II 第三分科会 II 「学生の留 年問題
について」
II 事務協議会 II 「臨時行 政調査会
の 答 申と各 大学
の対応策 につい
て（継続）」
18: 00～20 : 00 懇親 会
報 第259号
5月22日（水） 於 富山第一ホ テ ル
9 : 00～12: 00 教養（学）部長会議






昭和5 9年度の会計検査院による会計実地検査が， 去 主任官 調副査官長 唐 木 辞
る 5月27日（月）から29日(7ぬまでの 3 日 間本学で行われま 調査官 仲 村 昇
した。 調査官 佐 藤 達 矢







者のための就職事務に関する申 し合 わせ」， い わゆる
「就職協定」を踏まえて実施しているところですが， 引
続き本年度も文部省高等教育 局 長から協定遵守につい
















理学部助手 川 田 邦 夫
に残し， 船は静かに晴海埠頭を離れた。 次第に遠ざか
ってゆく埠頭と東京タワーを見ながら胸を熱くしてい







大きな揺れもなく船は順調に南下を続 け ， スコール
の雨雲を避けなから赤道を通過し， インド洋に出てオ









これは 2～300 m ノ〈ッ クした後全速力で海氷に体当り
し， 氷に乗り上げる格好で少 しづっ砕氷していくもの
で進行能率は非常に 悪くなった。 ここで余り日数をとら
れては後の行動に影響ー するので， ヘリコプターに よる
物資の輸送も砕氷航行と交互に行われることになった。
（みずは川ボーリンク場 ） ードリルを;j;I] il'll, Yi:£ Mしている 一 ／
1 2月268. 大陸の玄関口で物資集結地のs16地点へ
下りた。 輸送された大量の荷を 分類して次々と樟に積
み込み， ラッシングをした後， 犠 編成をする。 この頃
の南極は一日 中太陽が沈まず明るい。 内陸のみずほ基
地へ rt1Jう旅行隊は2 7日遅く， 海氷の見えるs16地点を
後にした。 不慣れな雪上車旅行に順応しつつ年明けの
1 月 2日， 標高 2 ,240 mのみずほ基地に到着した。 み
ずほ基地を守っていた 3 人の24次越冬隊員は夕食に七
面鳥の丸焼き， ロ ブスター等， 驚くばかりのごちそう









みずほ基地の生活区域は現在4 ～ 5 mも雪の下に埋
れてしまっている。 したがって外には， 今は使ってい











せねばならない。 そこで 1 人づっ 1 日交替で当直とな
り， 三食の食事の準備と片づけ， 水造りと運搬， 発電
















































5 00 mの深きは約7,5 00年前と推定される。 8月1 日，
ウインチのケープル長きいっぱいの 700 mを掘って 中
層掘削の作業を終了した。 この深さは 1万2千年位前
と推定できる。 この掘削は日本隊の記 録を大幅に伸し





昭和基地では 3 日間仕事を休 んで種々の祭り行事が行
われた。 しかしみずほ基地の 6 人は掘削作業に追われ
て休暇なし。 知人から届いた激励の祝電にどれ程喜ん
だことか。







室が与えられ， 風呂， 食堂などの施設もよ し仕事も
いくらか分業化していて， 一つの小さな村を感じさせ
た。
1ヵ月のあわだだしい準備を終えて， 10月 4 日， 内
陸雪氷調査旅行隊は昭和基地を出発し， 5 日後みずほ
基地に到着した。 ここで新たな荷を加 えて犠 を再編成
報 第259号
した。 結局 ここから先の旅行は雪上車 4 台， 犠16台を


















調査が広〈展開 される。 さらに南緯75度， 標高 3 , 400
mまで南下したところから反転北上， やまと山脈経由
の帰路についた。 帰りの旅行は気温もどんどん高くな
り， とても快適だったが， クレパス帯が多く， より慎
重に行動した。 こうして全行程約2,500km, 3 ヵ月に
わたる旅行も大きな事故もなく終了した。 みずほ基地
で26次隊を迎えて， 引 き継ぎを終え， 沿岸部のS 16地
点、へ下った。 海が見えるよつになり， 遠く氷山の間に
オレンジ色の 、、しらせ” を認めたとき， ょうやく遂に
越冬を終えたのだという実感がわいてきたのである。
砂筆者は， 第25次南極地域観測隊の越冬隊員として，
昭和58年11月1 4日から昭和60年 3月25日 まで南極
地域へ外国出張されましたのてV特に寄稿を御依
頼したものです。












助 教 授 小倉 利丸
助 教 授 下崎千代子
〈電話新設〉
庶務部




1 5日 国立大学協会第3 常置委員会
（於 学士会分館）
5月 17日 第3 回評議会
8 ～9 日 第40回東海・ 北陸地区ー国立学校等庶務部課 定期健康診断（五福地区の女子職員）














（於 共済会館「新大阪 」 ）







2 1日 中華 人民共和国遼寧大学副教授王 凌氏来学
昭和6 0年6 月l 日発行 学




24 日 第1 回将来計画委 員会
第2 回部局 長懇談会
定期健康診断（本部， 附属 図 書館， 保健管
理センター ， トリチウム科学センター 及 び
経営短期 大学部の男 子職員 ）
（内科検診 ， 尿， 血圧測定）
大学 ・ 高等専 門学校奨学生事務協議会
（於 石川 県文教会館）
24 ～ 26 日 第 9 固 体育祭
27～ 29 日 昭和5 9年度会計検査 院会計実地検査




30 ～ 3 1 日 国立学校等経理部課長会議
（於 東京医科歯科大学）
3 1 日 開学記 念 日
永年勤続 者表彰式
5 月 8 日 学部補導委 員会
教授会
人事教授会
9 日 教育実習委 員 会
9 ～10 日 定期X線（間接） 撮影
15 日 コー ス 対抗 ソ フ トボール大会
学生定期健康診断
16～17 日 第22回16大学人文 系学部長会議
（於 富山 大学）
17 日 職員定期健康診断





28 日 昭和5 9年度会計検査院会計実地検査









5 月 1 日 学部補導委員会
8 日 附属学校運営委 員会
予算委 員 会
9 ～ 10 日 定期X線（間接） 撮影
13 日 日本教育大学協会第一部会（於 筑波大学）




20 日 教育実践研究指導センタ一 運営委 員会
20～21 日 日本教育大学協会北陸地区第二部会家庭科
研究協議会（於 下新川郡朝 日 町）
2 1～22日 附属小学校研究発表会
22日 学生定期健康診断
自 然観察実習 センタ一 運営委員会
学部職業補導委 員会
23～ 24 日 日本教育大学協会北陸地区第二部会 美術部
門研究協議会（於 長野 県 軽井沢町）
全国国立大学教 員 養成学部事務長協議会
（於 長崎 県小浜町雲仙）
25 日 全国国立大学附属学校連盟校（園） 長会 及
び冨I］校（園） 長連絡会（於 東京都）
26 日 全国国立大学附属学校連盟代議 員会
（於 東京都）
28 日 学術講演会（ ア メリカ 合衆国北ミ シ ガン大
学教授 フ ィ ルモ ア ・ アーニ一 氏）
29 日 昭和59年度会計検査院会計実地検査
30 ～31 日 日本教育大学教会北陸地区会評議員会
（於 富山市， 氷見市）




9 ～10 日 定期X線（間接） 撮影
16 日 学部補導委員 会
1 7 日 学部将来構想検討委員 会
職員定期健康診断
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5 月1 日 学部補導委員会
教育実習委員会





9 ～10日 定期X線（間接） 撮影
1 5日 学生定期健康診断
教育実習オリエン テ ーシ ョ ン
1 7日 職員定期健康診断
学
X線マイ ク ロ ア ナ ライザー設置委員会
22日 国立15大学理学部事務長会議
（於 鹿 児 島 大学）
23～ 24日 国立15大学理学部長会議
（於 鹿 児 島 大学）
28日 昭和5 9年度会計検査院会計実地検査
31日 X線マイ ク ロ ア ナライザー 設置委員会
工 学 部 ｜



















5 月1 日 服務関係事務調査
8 日 紀要 委 員 会




21～22日 全国国立大学教養 （学） 部長会議， 同事務
協議会（於 富山 大学）
2 9日 昭和5 9年度会計検査院会計実地検査
｜ 附 属 図 書 館 ｜
5 月 9 日 第1 回 商議会







9 ～10日 定期X線（間接） 撮影
21日 第 l回トリチウ ム 科学セン タ 一運営委員会
24日 職員定期健康診断
2 9日 昭和5 9年度会計検査院会計実地検査





保健管理セ ン タ ー
｜ 経営短期大学部 ｜
5月 8 日 定期健康診断（工学部 ・ 高岡地区） 5月 2日 服務関係事務調査
9 ～ 10日 定期 X 線（間接） 撮影（五福地区） 9 日 財務委員会
13～ 14 日 定期 X 線（間接） 撮影（五福地区） 9 ～ 10日 定期 X 線（間接） 撮影
15日 定期健康診断（人文学部 ・ 理学部） 16日 授業料等減免選考委員会
臨時健康診断（駅伝大会出場者） 教授会
16 日 定期 X 線（間接） 撮影（五福地区） 17日 職員定期健康診断
17日 職員定期健康診断 24日 職員定期健康診断









定期 X 線（間接） 撮影（五福地区）
定期健康診断（工学部 ・ 五福地区）
臨時健康診断（駅伝大会出場者）
＠ 退斤， 退室の際には， 戸締りの徹底 ・ 電気， ガス
の消 し 忘 れ， タ バ コ の吸殻の後始末に十分注意 し ，
盗難の防止 ・ 火 災の予防に心が け ま し ょ う グ
＠ 電気， ガス， 水の省 エ ネ ・ 省資源に協力 し ま し ょ
う グ
昭和60年度全国安全週間
昭和60年 7月1日 ～ 7日
一一ー みん なで考 え み ん な で築 ニ う
災害 ゼ ロ の明るい職場 を ／ 一一
- 16 一
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電 気 ・ ガ
ス
・ 水 道
新 聞 ・ 出 版
2 
マ ス
4 2 9 
ラ ジ オ ・ テ レ ビ
1 
コ ミ
6 1 10 E十 3 
1 2 4 
広 告 ・ 観 光 業
9 
サ
4 16  
医 療 保 健 業
9 16  14 42 
非 営 利 的 団 体
2 
ビ
公 共 企 業 体 等
ス
1 3 4 5十 9 2 
5 
教
育 35 1 72 
3 3 公 国 家 公 務 員 3 1 
6 3 30 41  
地 方 公 務 員
9 5 
14 8 60 82 務 言十 1 2  6 
2 19  25 
上 記 以 外 の も の
17 7 
1 3 7 14 ぷJ、 計 1 29 207 
14 2 42 65 
58 32 182 31 1 
21  5 31 
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1 2  1 16  
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関 東
中 音日
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構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究に支障を
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